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年頭のご挨拶
商工会年頭のご挨拶
新春対談
かがやきＴＯＹＡＭＡ逸品商談会ｉｎシンガポール
富山県事業引継ぎ支援センター
2月イベント情報・きときとトピックス
利賀村支部ディスカバー農山漁村の宝に選定！
確定申告のお知らせ

1

発行日 ● 平成31年１月１日（毎月１回１日発行） 
定　価 ● 一部50円
　　　　　  （商工会員にあっては購読料は会費に含まれています）

発　行 ● 富山県商工会連合会（責任者／石澤義文）
　　　　　　〒930-0855　富山市赤江町1-7
　　　　　　TEL076-441-2716　FAX076-433-8031
　　　　　　URL http://www.shokoren-toyama.or.jp  

　おわら風の盆で有名な八尾町にある水上芳一商店
は、四季を通じて１年熟成させる事と原料にこだわった
味噌造りを行っている。数ある商品の中で、完全無添加
味噌は容器に充填後も発酵が続くため、味噌本来の美
味しさを味わえる。
　お店の休憩スペースでは、夏は冷たく冬は暖かい糀
の甘酒を飲むことができる。店内の商品表示は外国語
も併記してあり、商品については１品からカード購入が
可能だ。
　「多くの人が商品へ触れて頂く機会を増やせれば。」
という水上氏の思いが込められている店内で、こだわり
の商品を手にとってほしい。
住所：〒939-2345 富山県富山市八尾町西新町3949
TEL：076-454-2311　FAX：076-454-3427 
営業時間：8：00～18：00　駐車場：有り（4台）

ふるさと探訪 ニューツーリズム

味噌醸造元　水上芳一商店
シリーズ
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年金はやっぱり富山、高岡、新湊、にいかわ、氷見伏木、砺波、石動の各信用金庫で！！
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成

三
十
一
年
の
初
春
を
皆
様
と
と
も
に
寿
ぎ
た
い
と
存

じ
ま
す
。

平
成
十
六
年
十
一
月
の
知
事
就
任
以
来
、
多
く
の

県
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
支
持
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
ふ
る
さ
と
富
山
県
の
発
展
と
県
民
の
皆
様
の
幸

せ
の
た
め
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。私

の
変
わ
ら
ぬ
目
標
は
、
県
民
の

皆
様
一
人
ひ
と
り
が
夢
と
希
望
を

持
っ
て
、
い
き
い
き
と
働
き
暮
ら
せ

る
「
元
気
な
富
山
県
」
を
創
る
こ
と

で
す
。
こ
の
た
め
、「
活
力
」「
未
来
」

「
安
心
」
の
三
つ
の
基
本
政
策
と
、
こ
れ
ら
を
支
え
る

「
人
づ
く
り
」
に
関
す
る
重
要
政
策
の
推
進
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
は
、六
十
年
来
の
懸
案
だ
っ
た
「
黒
部
ル
ー
ト
」

の
一
般
開
放
・
旅
行
商
品
化
に
つ
い
て
二
〇
二
四
年

度
か
ら
実
現
す
る
こ
と
で
関
西
電
力
と
合
意
に
至
り

ま
し
た
。
ま
た
、
地
方
大
学
・
地
域
産
業
創
生
事
業

の
対
象
と
し
て
本
県
の
「
く
す
り
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
」
創
造
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
全
国
七

件
の
う
ち
の
一
つ
に
採
択
さ
れ
る
な
ど
、
本
県
の
新

た
な
飛
躍
に
向
け
、
注
目
度
が
一
段
と
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

間
も
な
く
開
業
か
ら
四
年
を
迎
え
る
北
陸
新
幹
線

の
乗
車
人
員
は
、
開
業
前
の
三
倍
近
い
水
準
が
続
き
、

観
光
客
の
増
加
、
企
業
立
地
の
進
展
、
Ｕ
タ
ー
ン
率

の
向
上
な
ど
様
々
な
効
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
県
の
強
み
を
活
か
し
た
最
先
端
も
の
づ

く
り
の
強
化
、
農
林
水
産
業
や
観
光
の
振
興
な
ど
、

産
業
経
済
や
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
本
県
を
大
き

く
飛
躍
さ
せ
る
取
組
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
さ
ら
な
る
成
長
・
飛
躍

を
目
指
し
、
昨
年
三
月
に
策
定
し
た
新

総
合
計
画
に
基
づ
き
、
県
民
の
皆
様
の

知
恵
と
力
を
結
集
し
て
、
人
が
輝
く
「
元

気
と
や
ま
」
の
創
造
に
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。

新
年
に
あ
た
り
、
商
工
会
の
会
員
の

皆
様
の
県
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多

幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
三
十
一
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
一
言

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
県
経
済
は
、
個
人
消
費
の
改
善
が
続
き
、

雇
用
情
勢
も
改
善
し
、
人
手
不
足
感
が
強
ま
っ
て
い

る
よ
う
に
、
緩
や
か
な
回
復
が
続
く

一
年
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
に
つ
い

て
も
、
世
界
経
済
の
不
確
実
性
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
引
き
続
き

緩
や
か
に
回
復
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
商
工
会

地
域
に
お
い
て
は
、
過
疎
化
や
人
口

減
少
に
よ
る
地
域
内
の
消
費
の
縮
小
、
働
き
手
や
後

継
者
の
不
足
な
ど
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に

と
っ
て
は
、
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
十
一
月
の
商
工
会
全

国
大
会
に
お
い
て
は
、
地
方
を
元
気
に
す
る
大
型
経

済
対
策
の
実
施
や
、
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
支
援

策
の
大
幅
拡
充
等
六
項
目
が
決
議
さ
れ
、
そ
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県

連
合
会
に
お
い
て
も
、
昨
年
末
に
県
知
事
に
対
し
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
成
長
・
持
続
的
発
展

に
資
す
る
予
算
に
つ
い
て
の
要
望
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

我
々
商
工
会
も
、
事
業
者
に
伴
走
し
な
が
ら
質
の

高
い
支
援
を
徹
底
し
、
全
会
員
の
経
営
の
持
続
的
発

展
を
図
り
、
事
業
承
継
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
、
支

援
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
地
域
に
密
着
し
、

地
域
経
済
・
社
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
て
い
る

小
規
模
企
業
が
、
今
こ
そ
元
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
経
営
発
達
支
援
計
画
を
着
実

に
進
め
、
徹
底
し
た
巡
回
訪
問
を
通
じ
た

課
題
解
決
に
取
り
組
み
、
地
域
密
着
型
支

援
の
実
践
を
通
じ
、
会
員
事
業
者
か
ら
の

信
頼
獲
得
と
存
在
価
値
の
更
な
る
向
上

に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
商
工
会
員
の
皆
様
並
び

に
関
係
各
位
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
大
き
く
飛
躍

す
る
年
と
な
り
、
明
る
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心

よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

富山県知事
石 井 隆 一

人
が
輝
く「
元
気
と
や
ま
」の

創
造
を
目
指
し
て

富山県商工会連合会長
石 澤 義 文

事
業
者
に
伴
走
し
な
が
ら

質
の
高
い
支
援
を
徹
底
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富
山
県
商
工
会
連
合
会

会　

長　

石　

澤　

義　

文

副
会
長　

串　

田　

伸　

男

　

〃　
　

藤　

井　

裕　

久

専
務
理
事　

上　

野　

和　

博

事
務
局
長　

黒　

川　
　
　

修

朝
日
町
商
工
会

会　

長　

大　

井　

裕　

久

副
会
長　

氷　

見　

良　

章

　

〃　
　

深　

松　
　
　

隆

事
務
局
長　

小　

林　

光　

義

入
善
町
商
工
会

会　

長　

藤　

井　
　
　

開

副
会
長　

井　

田　

俊　

博

　

〃　
　

中　

瀬　

淳　

哉

事
務
局
長　

本　

多　

光　

一

上
市
町
商
工
会

会　

長　

坂　

井　

穂　

悦

副
会
長　

小　

森　

武　

次

　

〃　
　

野　

崎　

晴　

文

事
務
局
長　

宮　

本　
　
　

晃

立
山
舟
橋
商
工
会

会　

長　

吉　

川　

毅　

一

副
会
長　

森　

﨑　

勝　

喜

　

〃　
　

高　

平　
　
　

伸

事
務
局
長　

森　

井　

信　

雄

富
山
市
南
商
工
会

会　

長　

若　

井　

英　

忠

副
会
長　

茗　

原　
　
　

勉

　

〃　
　

清　

水　

宏　

篤

筆
頭
理
事　

山　

本　

幸　

治

事
務
局
長　

高　

島　

正　

人

富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会

会　

長　

井　

山　

泰　

樹

副
会
長　

赤　

星　

光　

信

　

〃　
　

武　

内　
　
　

清

筆
頭
理
事　

吉　

田　

忠　

正

事
務
局
長　

田　

代　

忠　

之

富
山
市
北
商
工
会

会　

長　

田　

畑　

宏　

継

副
会
長　

河　

合　

幸　

弘

副
会
長
代
行　

長　

木　

吉　

治

筆
頭
理
事　

岩　

城　

弘　

一

事
務
局
長　

谷　

崎　

達　

也

射
水
市
商
工
会

会　

長　

串　

田　

伸　

男

副
会
長　

道　

古　

伸　

夫

　

〃　
　

若　

林　

啓　

一

事
務
局
長　

武　

部　

賢　

昭

高
岡
市
商
工
会

会　

長　

上　

田　

久　

之

副
会
長　

澤　

田　

誠
一
郎

　

〃　
　

酒　

井　

善　

広

専
務
理
事　

橘　
　
　

純　

一

事
務
局
長　

安　

達　
　
　

俊

小
矢
部
市
商
工
会

会　

長　

新　

明　

政　

夫

副
会
長　

府　

録　

弘　

之

　

〃　
　

中　

嶋　

秀　

明

事
務
局
長　

舟　

木　

正　

敏

南
砺
市
商
工
会

会　

長　

川　

合　

声　

一

副
会
長　

川　

田　

征　

利

　

〃　
　

岩　

崎　

弥　

一

専
務
理
事　

一
二
三　

敦　

司

事
務
局
長　

北　

清　

俊　

一

庄
川
町
商
工
会

会　

長　

飯　

田　

良　

榮

副
会
長　

武　

田　

武　

美

　

〃　
　

坂　

井　

彦　

就

事
務
局
長　

沼　

田　

正　

敏

本年もよろしくお願いいたします　　

2019年

富
山
県
商
工
会

青
年
部
連
合
会

会　

長　

石　

本　

慎
太
郎

副
会
長　

鹿　

熊　

洋　

一

　

〃　
　

松　

崎　
　
　

貴

　

〃　
　

瀧　

田　

孝　

吉

　

〃　
　

飯　

田　

哲　

弘

富
山
県
商
工
会

女
性
部
連
合
会

会　

長　

徳　

永　

た
つ
子

副
会
長　

細　

川　

和　

子

　

〃　
　

大　

塚　

美
眞
子

　

〃　
　

木　

村　

雅　

子

　

〃　
　

水　

口　

芳　

美

富
山
県
商
工
同
友
会

会　

長　

松　

坂　
　
　

稔

副
会
長　

中　

田　

克　

宣

　

〃　
　

武　

内　
　
　

清

　

〃　
　

野　

村　
　
　

守

あけましておめでとうございます
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石
澤　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
宮
本
さ
ん
に
は

新
春
対
談
に
ご
出
席
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

宮
本
さ
ん
は
、
お
隣
り
石
川

県
の
青
年
部
連
合
会
長
か
ら
第

十
八
代
全
国
商
工
会
青
年
部
連

合
会
長
に
選
出
さ
れ
、そ
の
後
、

商
工
会
の
代
表
と
し
て
参
議
院

議
員
に
当
選
さ
れ
、
こ
の
六
年

間
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

た
め
本
当
に
よ
く
頑
張
っ
て
い

顧
問
に
就
任
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

す
。
引
き
続
き
、
全
国
の
商
工

会
の
為
、
お
力
を
お
貸
し
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
規
模
事
業
者
持
続

化
補
助
金
活
用
と

予
算
枠
確
保

石
澤　

宮
本
さ
ん
に
は
国
会
議
員

の
中
心
と
な
っ
て
小
規
模
企
業

振
興
基
本
法
の
実
現
に
努
力
さ

れ
た
わ
け
で
す
が
、
施
策
の
一

つ
で
あ
る
小
規
模
事
業
者
持
続

化
補
助
金
は
富
山
県
内
の
商
工

会
地
域
で
も
、
こ
れ
ま
で
の

五
年
間
で
九
三
三
件
、
延
べ

四
億
三
千
万
円
が
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
少
額
補
助
金
で
は
あ

り
ま
す
が
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
支
援
を
契
機
に
事
業

の
存
続
に
明
る
い
展
望
が
ひ
ら

け
、
自
ら
の
事
業
計
画
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
者
の

方
も
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
継
続
的

な
補
助
金
と
な
る
よ
う
財
源
の

確
保
に
力
添
え
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

宮
本　

こ
の
補
助
金
は
、
国
の

補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
て
お

り
、
予
算
の
仕
組
み
上
、
流
動

的
な
一
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
中
小
企
業
庁
に
予
算
確
保

を
し
っ
か
り
働
き
か
け
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
全
国
で
年
間
約

百
億
円
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
小
規
模
企
業
振
興

基
本
法
制
定
以
降
、
中
小
・
小

規
模
事
業
者
が
使
え
る
施
策
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
支
援
が
後
退
し
な
い
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

中
小
・
小
規
模
企
業

の
代
弁
者
と
し
て

活
躍
を
期
待

石
澤　

本
日
は
大
変
お
忙
し
い
中
、

お
話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
宮

本
さ
ん
は
現
在
、
参
議
院
で
は

経
済
産
業
委
員
会
に
属
し
、
自

由
民
主
党
で
は
、
経
済
産
業
部

会
部
会
長
代
理
、
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
振
興
に
資
す
る

調
査
会
・
Ｐ
Ｔ
・
Ｗ
Ｔ
の
コ
ア

メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
お

ら
れ
ま
す
。
引
き
続
き
中
小
企

業
・
小
規
模
企
業
の
代
弁
者
と

し
て
、
商
工
会
の
国
会
担
当
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
ご
活
躍
い

た
だ
け
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
新
春
対
談
の
結
び
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
だ
い
て
い
ま
す
。

宮
本　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

石
澤
会
長
に
は
全
国
商
工
会

連
合
会
長
を
三
期
九
年
に
わ
た

り
務
め
ら
れ
、
昨
年
五
月
に
退

任
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の

間
、
商
工
会
の
悲
願
で
あ
っ
た

小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
成
立

の
た
め
、
多
大
な
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

二
十
三
年
三
月
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
で
は
、
い
ち
早
く

被
災
地
を
視
察
し
、
全
国
の
商

工
会
員
に
呼
び
か
け
、
十
億
円

の
義
援
金
を
集
め
被
災
地
に
届

け
ら
れ
る
な
ど
、
功
績
は
数
え

き
れ
な
い
ほ
ど
あ
り
、
全
国
商

工
会
連
合
会
長
退
任
後
は
最
高

参議院議員

宮本周司 氏

新春対談

中小企業・小規模事業者の
代弁者として事業者の挑戦を支援

取組実績
■平成 25 年 7 月～平成 26 年
・平成 26年 6月に小規模企業振興基本法成立、小規模事業者支援法（商工会
等による小規模事業者支援の法律）改正。
・小規模基本法の理念に基づき、持続化補助金等各種補助金を創設。
・商工会・商工会議所を小規模事業者に寄り添って支援する機関として位置づ
ける。

■平成 27 年
・商工会が小規模事業者に寄り添って支援するための伴走型支援事業を創設。
・商工会職員の人材育成を行うスーパーバイザー制度や教育プログラムを創
設。

■平成 28 年
・経済産業委員会筆頭理事として、ものづくり補助金に小規模企業枠導入、厚
労省助成金大幅拡充。また下請取引ガイドライン見直しと下請取引適正化の
徹底。
・被災地向けの補助事業整備、福島県内商工会の復興支援員配置を継続。
・外形標準課税の中小法人への適用見送り。
■平成 29 年～現在
・自民党中小・小規模調査会幹部として、事業承継集中期間の設定及び支援体
制拡充、事業承継税制の拡充、生産性向上のための補助事業拡充。
・働き方改革等に対する中小企業への影響軽減への取り組み（現在進行中）。
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働
き
方
改
革
と

消
費
税
引
き
上
げ

（
軽
減
税
率
導
入
）

に
対
す
る
不
安

石
澤　

事
業
者
が
抱
え
る
喫
緊
の

課
題
と
し
て
、
昨
年
六
月
に
関

連
法
が
成
立
し
た
働
き
方
改
革

と
今
年
十
月
一
日
に
迫
っ
た
消

費
税
の
引
き
上
げ
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
両
方

と
も
特
に
中
小
・
小
規
模
事
業

者
に
は
負
担
が
大
き
く
、
経
営

が
厳
し
く
な
る
と
の
声
も
聞
か

れ
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。

宮
本　

軽
減
税
率
を
含
む
消
費
税

見
直
し
に
対
し
て
国
で
は
、
複

数
税
率
に
対
応
で
き
る
レ
ジ
を

導
入
す
る
場
合
の
補
助
や
、
電

子
的
な
受
発
注
シ
ス
テ
ム
の
改

修
を
補
助
す
る
制
度
を
つ
く
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
だ
活
用
が
少

な
く
、
商
工
会
で
も
周
知
を
是

非
と
も
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　

ま
た
、
働
き
方
改
革
実
現
会

議
が
決
定
し
た
「
働
き
方
改
革

実
行
計
画
」
の
中
に
あ
る
よ
う

に
、
働
き
方
改
革
は
日
本
の
企

業
文
化
、
日
本
人
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
、
日
本
の
働
く
と
い
う

と
い
う
こ
と
に
対
す
る
考
え
方

そ
の
も
の
に
手
を
つ
け
て
い
く

改
革
で
す
。
し
か
し
、
会
長
が

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
中
小
・
小

規
模
事
業
者
に
は
負
担
が
大
き

い
と
い
う
心
配
を
耳
に
し
て
お

り
ま
す
。
経
営
資
源
の
限
ら
れ

て
い
る
中
小
・
小
規
模
事
業
者

は
知
恵
と
工
夫
で
様
々
な
課
題

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、

コ
ス
ト
と
リ
ス
ク
が
伴
う
改
革

を
一
朝
一
夕
に
成
し
遂
げ
る
こ

と
は
困
難
が
伴
い
ま
す
。
そ
こ

で
中
小
企
業
へ
の
配
慮
に
も
取

り
組
み
、
例
え
ば
、
準
備
期
間

が
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
か

ら
、
項
目
に
よ
っ
て
は
大
企
業

に
比
べ
実
施
時
期
を
遅
ら
せ
た

り
、
支
援
の
た
め
の
各
種
補
助

金
制
度
を
整
備
す
る
な
ど
、
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
の
取
組
み

に
つ
い
て
関
係
省
庁
に
働
き
か

け
、
し
っ
か
り
措
置
し
て
き
ま

し
た
。

　
　

事
業
者
の
皆
様
に
、
制
度
の

内
容
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
商

工
会
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
期
待

し
ま
す
し
、
経
営
指
導
員
さ
ん

に
よ
る
手
続
き
等
の
支
援
も
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
小
・
小
規
模
企
業

の
代
弁
者
と
し
て

活
躍
を
期
待

石
澤　

本
日
は
大
変
お
忙
し
い
中
、

お
話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
宮

本
さ
ん
は
現
在
、
参
議
院
で
は

経
済
産
業
委
員
会
に
属
し
、
自

由
民
主
党
で
は
、
経
済
産
業
部

会
部
会
長
代
理
、
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
振
興
に
資
す
る

調
査
会
・
Ｐ
Ｔ
・
Ｗ
Ｔ
の
コ
ア

メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
お

ら
れ
ま
す
。
引
き
続
き
中
小
企

業
・
小
規
模
企
業
の
代
弁
者
と

し
て
、
商
工
会
の
国
会
担
当
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
ご
活
躍
い

た
だ
け
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
新
春
対
談
の
結
び
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

富山県商工会連合会 会長

石澤義文

新春対談

中小企業・小規模事業者の
代弁者として事業者の挑戦を支援

昭和46年３月生まれ　石川県能美市出身
平成12年	
　株式会社宮本酒造店代表取締役就任
平成19年～20年
　第17代	石川県商工会青年部連合会長
平成21年～22年
　第18代	全国商工会青年部連合会長
平成25年～
　参議院議員（比例代表）
参議院では経済産業委員会、決算委員会、東
日本大震災復興特別委員会に所属、自由民主
党では経済産業部会部会長代理、中小企業・
小規模事業者振興に資する調査会・PT・WT
にて要職を歴任。

プロフィール

宮本　周司（みやもと　しゅうじ）
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富山県事業引継ぎ支援センター富山県事業引継ぎ支援センター 事業承継の相談は公的支援機関へ

富山県事業引継ぎ支援センター（富山県新世紀産業機構内）
☎ 076-444-5625　Fax 076-444-5648　E-mail : hikitsugi@tonio.or.jp

相談無料・秘密厳守

＝平成 30 年度 税制改正の主なポイント＝
　・贈与対象株式数：議決権株式総数の 2/3 まで⇒全数
　・対象者の拡充：先代経営者から後継者のみ
　  ⇒先代経営者 + 他の株主から複数の後継者へ
　・雇用要件：5 年間は平均 80％以上⇒未達でも猶予は継続

【支援事例（親族内承継）】
高額となった株式の移動に伴う納税負担が心配
　鉄工会社のA社の代表は 70歳近くになり、代表並びに保有してい
る株式を娘婿に全て譲りたいと思い、暦年課税制度にて少しずつ移し
始めたが、評価が 20倍以上となった株式の納税負担をどうすれば良
いか困っていたところ、送られてきたＤＭを見て相談される。
　当センターでは、平成 30年度の税制改正による贈与税の納税猶予
制度が大変利用し易くなったことを説明、将来的な相続や経営権の問
題を勘案し、分散した親族の株式も含め来年の代表者交代を機に全数
後継者への集約を提案（納税負担ゼロ）、現在、顧問税理士と連携し申
請手続きの準備を進めている。

贈与税の
納税猶予申請手続き 提出先

承継計画の策定

富
山
県

税
務
署

県

認定申請

年次報告書の提出
（申告後５年間、１回 /年）

継続届出書の提出
（６年目以降、１回 /3年）

税務署へ申告

贈与の実施

　

富
山
県
内
の
中
小
・
小
規
模
事

業
者
の
販
路
開
拓
支
援
を
目
的
と

し
て
、
十
一
月
二
十
六
日
（
月
）

～
二
十
八
日
（
水
）
に
富
山
の
食

品
・
食
材
を
海
外
市
場
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
場
を
創
出
す
る
「
か
が
や

き
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
逸
品
商
談
会
in

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
」
を
開
催
し
た
。

　

県
内
か
ら
は
十
の
事
業
者
が
出

展
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
構

内
で
開
催
さ
れ
た
商
談
会
で
は
、

中
華
シ
ェ
フ
ズ
協
会
会
員
、流
通
、

飲
食
関
係
約
五
十
社
の
バ
イ
ヤ
ー

が
来
場
し
た
。
バ
イ
ヤ
ー
に
は
、

商
品
Ｐ
Ｒ
と
合
わ
せ
て
、
出
展
食

材
を
使
用
し
ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ
し
た

料
理
を
提
供
し
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
実
施
し
た
。
ま
た
、
地
下
鉄
タ

ン
ジ
ョ
ン
パ
ガ
ー
駅
周
辺
で
は
、
一

般
消
費
者
向
け
の
試
食
に
伴
う
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
内
に
は
既
に

多
く
の
日
本
食
が
流
通
し
て
お

り
、
今
回
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
日
本
食

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
や
出
展
商
品
の

反
応
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

か
が
や
き
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
逸
品
商
談
会

in
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

商談会では商品PRとローカライズした料理を提供

一般消費者向けに試食アンケート調査を実施
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イベント名 開催日 お問合せ先
牛岳スノーフェスタ 2/2（土） 牛岳温泉スキーセンター 076-457-2044

とやま鍋自慢大会2019 2/2（土）・3（日） とやま鍋自慢大会2019事務局
（立山グリーンパーク吉峰内） 076-483-2828

風の盆ステージ・町なかミニツアー 2/9（土）・23（土） 越中八尾観光協会 076-454-5138

越中八尾冬浪漫 2/9（土）・10（日）、2/16（土）・17（日）、
2/23（土）・24（日） 越中八尾観光協会 076-454-5138

第 32回剣岳雪のフェスティバル 2/11（月・祝） 上市町観光協会 076-472-1515

相倉合掌造り集落ライトアップ
「雪原に浮かぶ日本の原風景」 2/16（土）・17（日） 五箇山観光総合案内所 0763-66-2468

スキー場感謝祭 2/24（日） 牛岳温泉スキーセンター 076-457-2044

じょうはなつごもり大市 2/28（木） 協同組合　城端西町商店街 0763-62-0309

ものづくり女子育成事業のご案内 副業・兼業セミナー　～富山県プロフェッショナル
人材戦略本部開設三周年記念セミナー～　開催！

県では、ものづくり産業への女性の参画・定着促進
を図るため、「ものづくり女子育成事業」を実施して
います。この度、ものづくり企業に勤務する女性等
を対象に、ものづくり産業の魅力発信や能力向上、
女性職員同士の交流促進を目的としたものづくりの
現場で活躍する女性の講演会、研修会を開催します。
詳細は、富山県労働政策課 HP をご覧ください。

【内容・開催日時・場所】
○内　容：第１部　基調講演

「一歩踏み出す勇気～私らしく、自分らしく～」
講師：末信 則子 氏
第２部　ものづくり女子活躍創出研修会
講師：樋口 貴子 氏

○開催日：平成 31 年２月12 日（火）9：20 ～17：10
○場　所：富山県民会館　６階　611 会議室
【対象者・定員】
県内のものづくり企業に勤務する女性等
【参加申込期間・方法】
詳細は、県労働政策課ＨＰ（http://www.pref.toyama.
jp/cms_sec/1303/index.html）等でご案内します。
　 　 　 　 　

■お問合せ先■
富山県商工労働部労働政策課

TEL 076-444-8897　FAX 076-444-4405

県では、県内企業及びその支援機関に、副業・兼業を中心とする働き方
改革に関する有用な情報を提供するとともに、富山県プロフェッショナル
人材戦略本部の事業内容の周知を図ることを目的として、下記の通りセミ
ナーを開催いたします。
日時：平成 31 年１月 29 日（火）14:00 ～16:00（13:30 から受付開始）
場所：富山県総合情報センター１Ｆセミナー室（情報ビル）（富山市高田 527 番地）
内容：
(1) プロフェッショナル人材事業の事業概要説明
(2) 基調講演「常識に縛られない働き方へのチャレンジ」
　講師：ロート製薬株式会社 広報・ＣＳＶ推進部 部長 河崎保徳氏
(3) 講演「副業・兼業時代の到来と制度的課題への対応」
　講師：厚生労働省労働基準局労働関係法課　課長補佐　坂本裕一氏
(4) パネルディスカッション「副業・兼業の具体的な実践事例について」
　パネリスト：河崎保徳 氏　　坂本裕一 氏
対象及び定員：県内企業の経営者・人事担当者等 100 名　※先着順
受講料：無料　　申込期限：平成 31 年１月 28 日（月）
申込方法： （公財）富山県新 世 紀産 業 機構ホームページ（https://www.

tonio.or.jp/）から参加申込書をダウンロードし、必要事項を記
入 の 上、FAX（076-444-5623） ま た は メ ー ル（pro-jinzai@
tonio.or.jp）にてお申込み下さい。

　 　 　 　 　
■お問合せ先■

富山県プロフェッショナル人材戦略本部　TEL 076-444-5620   FAX 076-444-5623
富山県商工労働部労働政策課　TEL 076-444-8897



●確定申告会場　（受付時間　9 時～ 16 時）
※会場の混雑状況により、16時前であっても受付を終了する場合があります。

確定申告会場 開設期間のご案内

富山税務署
管内

地鉄ビル　5 階
【中央郵便局　向かい】
（富山市桜町 1-1-36）
※昨年と会場が変更となって
　おります。

2 月 18日（月）～ 3月 15日（金）
　富山税務署庁舎内には申告会場を設けていません。
　土曜、日曜及び祝日は執務を行っておりません。
　ただし、2月 24 日と 3月 3日の日曜日に限り、確定申告の相談
を行います。
　会場には無料駐車場はありません。

高岡税務署
管内

高岡税務署 1 階
（高岡市博労本町 5-30）

2 月 18日（月）～ 3月 15日（金）
　土曜、日曜及び祝日は執務を行っておりません。
　駐車場は大変混雑します。会場へお越しの際は、公共交通機関のご
利用をお願いします。

魚津税務署
管内

魚津合同庁舎 5 階
（魚津市新金屋 1-12-31）

砺波税務署
管内

砺波税務署 2 階
（砺波市本町 13-19）

※お問い合わせにつきましては、最寄りの税務署へお願いします。
※最寄りの税務署の電話番号は国税庁ホームページでご確認ください。

●申告書提出期限と納期限・振替日　納付は、安全確実な振替納税が大変便利です。
1 月から、ＱＲコードを利用したコンビニ納付手続も開始しています。

申告書の提出期限 納期限
（納付書で納付する場合）

振替日
（振替納税の場合）

所得税及び
復興特別所得税 3月 15日（金） 3月 15日（金） 4月 22日（月）

消費税及び
地方消費税 4月 1日（月） 4月 1日（月） 4月 24日（水）

贈与税 3月 15日（金） 3月 15日（金）
※確定申告をする必要のある方が期限内に申告・納税をしなかった場合、後で不足の税金を納めていただくだけでなく、加算税
や延滞税を納めていただく場合がありますのでご注意ください。

平成30年分　確定申告のおしらせ

●確定申告書の作成は、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」で！
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、パソコン画面の案内に従って金額などを入力する
ことにより、税額などが自動的に計算され、所得税及び復興特別所得税、消費税及び地方消費税（個人）、贈与税
の申告書や青色申告決算書などが作成できます。
　詳細は、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）をご覧ください。
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南砺市商工会利賀村支部 ディスカバー農山漁村（むら）の宝に選定される！ディスカバー農山漁村（むら）の宝に選定される！
　ディスカバー農山漁村（むら）の宝事業は、内閣官房及び農林水産省
が、「強い農林水産業」、「美しく活力ある農山漁村」の実現に向けて、取
り組んでいる優良事例を選定し、全国に発信する事業で、今回で5回目を
迎え、過去最多の1,015件の応募の中から32地区が全国で選定された。
　利賀村支部は、「いま、利賀だから感じる緑と水と人の恵み」というテー
マで、「慶応大学生と土産品開発」、「都市部の小中学生を対象とした長
期宿泊体験の実施」、「村内の祭事やイベントに、外国人観光客や若者
ボランティアを受け入れる」などの活動が評価された。
　11月22日に首相官邸において安倍首相、菅官房長官、吉川農林水産大臣、片山地方創生担当大臣、野上官房
副長官等のご列席の表彰式に出席し、交流会場では城岸支部長と斉藤所長が利賀村の特産物を紹介した。


